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• 自己紹介

• コンポーネントライブラリ

• ライブラリシンボルの修正・変更

• ライブラリの作成

 回路図シンボルの作成

 PCBシンボルの作成

 コンポーネントの作成

• 開発規模拡大をサポートする機能

• 様々なツール

• Styleと Design Technology

• 設計の標準化と運用
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DSPCBは回路図CADと基板アートワークCADの融合

ライブラリ ライブラリ

よく使う部品 よく使う部品

回路図 基板アートワーク

コンポーネントライブラリ
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コンポーネントライブラリ

コンポーネントライブラリとは

4

回路図シンボル フットプリント（PCBシンボル）

• 基板CAD用の描画素材データ。スタンプのイメージ

• 「回路シンボル」と「フットプリント」の組合せ

• DSPCB内には３４，０００点の部品が搭載

• DSPCBで自作可能

• DESIGN SPARKサイト上で作成をリクエスト可能

AD844AN
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コンポーネントライブラリ

基板CADライブラリ無料提供サービス

PCB Part library
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部品ライブラリ (*.cml)
部品ライブラリ (*.cml)
部品ライブラリ (*.cml)

PCBシンボル (*.psl)
PCBシンボル (*.psl)PCBシンボル (*.psl)

回路図シンボル (*.ssl)
回路図シンボル (*.ssl)回路図シンボル (*.ssl)

コンポーネントライブラリ
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コンポーネント
ライブラリ (*.cml)

回路図シンボル (*.ssl) PCBシンボル (*.psl)

コンポーネントライブラリの構成
回路図 基板アートワーク
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シンボルの修正

①ダブルクリック

② Changeボタン

保存されているライブラリとコンポーネント名を調査
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シンボルの修正

Library managerの Componentタブでdiscreteライブラリの Rを選択
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シンボルの修正
コンポーネント

スケマティック PCB
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シンボルの修正

Find機能でシンボルが保存

されているライブラリを検索

スケマティック
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① Editボタン

②警告はOK

③プロパティーのGateタブを選択

④ Nameで「R」を「RA」に変更

⑤保存しクローズ

⑥ discreteライブラリに上書き保存

シンボルの修正
コンポーネント
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シンボルの修正

⑦図面上で右クリックメニュー

⑧ Update Components

⑨右二つにチェック

⑩該当部品が表示されるので

Perform Update（Updateを実行）

Rの回路記号は全て変更された
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シンボルの修正
R

RA

DISC04 *

回路図シンボル

PCBシンボル

コンポーネントライブラリ

0805

Update でスタンプ
を押しなおす

R
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ライブラリの作成 電子部品の形状規格

16

電子部品形状（パッケージ）

リード部品 表面実装部品

2方向リード 4方向リード

SOP SSOP QFNQFPDIP SIP CSP

リード型

マトリクス型

リードレス型

フラット型 マトリクス型

PGA SOJCAN CHPAXIAL BGA

受動部品 半導体
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チップ抵抗のパッケージサイズ

ライブラリの作成

メートル呼称
（日系）

インチ呼称
（欧米系）

サイズ

０６０３ ０２０１ L x W = 0.6mm x 0.3mm

１００５ ０４０２ L x W = 1.0mm x 0.5mm

１６０８ ０６０３ L x W = 1.6mm x 0.8mm

２０１２ ０８０５
L x W = 2.0mm x 

1.25mm

３２１６ １２０６ L x W = 3.2mm x 1.6mm

３２２５ １２１０ L x W = 3.2mm x 2.5mm

５０２５ ２０１０ L x W = 5.0mm x 2.5mm

６３３２ ２４１２ L x W = 6.3mm x 3.2mm

17
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ライブラリファイ
ルの作成

ライブラリファイ
ルのファイル名

回路図シンボルの作成
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Wizardをクリッ
ク

回路図シンボルの作成
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チェック
default.stfを選択

次へ

回路図シンボルの作成
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回路図シンボルの作成

Triangle

シンボルの座標原点
左の図のSの点

Pin1を指定

シンボルのリファレンス名位置
上図のRの点の位置
右下を指定

変更なし。次へ
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回路図シンボルの作成

端子数を２

端子間隔を

500

先ほど作成したライ
ブラリファイルを指

定
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ライブラリファイ
ルの作成

ライブラリファイ
ルのファイル名

PCBシンボルの作成
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Wizardをクリック

PCBシンボルの作成
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PCBシンボルの作成

Metric：mm

精度： 2
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PCBシンボルの作成

Metric：mm

精度： 2

原点をCenter

リファレンス名を右下

SOICを選択

端子数：10

サイズを指定

Pin番号の起点：左下
ピン番号の表示/非表示：Hide

ピン番号の向き： 反時計回り
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PCBシンボルの作成

ノッチサイズ： 0.5

シルク表記の指定

Top Silkscreen
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PCBシンボルの作成 部品形状の表示指定

Top Assemble

シンボル名

保存先ライブラリ
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ライブラリファイル
の作成

ライブラリファイル
のファイル名

コンポーネントの作成
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New Itemをクリック

コンポーネントの作成
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コンポーネントの作成

35

コンポーネント名、
コンポーネントの説明文、
パッケージタイプ
リファレンス名

先ほど作成した
回路図シンボルを選択

先ほど作成した
PCBシンボルを選択
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コンポーネントの作成

36

① Add Gateアイコンをクリック

② Find Symbolをクリック

③AD-P2 を検索

④追加するゲート数を入力

既存の回路図シンボルの追加
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コンポーネントの作成回路図シンボルとPCBシンボルの端子の関連付け

②ピンアサインアイコンをクリック

①シンボルの追加を確認

37
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コンポーネントの作成

38
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コンポーネントの作成

39

メーカー名や品名などを設定
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コンポーネントの作成

40

ライブラリを指定し保存
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回路図のマルチシート化

プロジェクトファイルの下で複数回路図・PCB・その他ドキュメントを管理
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インタラクションバーの活用
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クロスプローブ機能

回路図 – PCB図間の該当する部品をハイライト
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Gap

Short

計測用ツール

部品間や配線長などを計測

基準オブジェクトの位置情報

対象オブジェクトの位置情報

オブジェクト間の長さ

Dist.
2オブジェクト間の中心点距離

Short
幅を無視した際の最短の距離

Gap
幅も加味した最短の距離

Drill
ドリル穴との距離

Drill

Dist
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部品名の再採番

R12、C3などの部品番号を自動的に振り直し

対象部品の指定

対象面の指定

採番方向の指定

条件適用の幅

完了後にレポート表示

採番のスタート番号
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回路図と基板レイアウト図の不一致解消

Translate to PCB

Back annotation

Forward Design change

Schematic/PCB check

Translate to PCB
回路図から基板レイアウト図に遷移

Schematic/PCB check
回路図のネットリストと基板レイアウト図の差分をチェック

Back annotation
基板レイアウト図上の名称変更を回路図に反映

Farward Design change
回路図の変更（設計変更）を基板レイアウト図に反映

• 配線の変更/追加/削除/名称変更
• 配線クラスの変更/追加/削除
• 部品の変更/追加/削除/値変更/パッケージ変更
• ピンの変更/追加/削除
• 部品グループの変更/追加/削除

回路図と基板レイアウト図の一意性保持

注意： Undoが効かないのでバックアップ保存推奨
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基板設計計算機

設計上の計算をサポート

配線幅と抵抗の計算 ビア抵抗の計算

RLC回路の計算
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基板設計計算機

配線抵抗の計算 単位変換
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基板設計計算機

関数計算の計算 ヒートシンクの計算
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Styleと DesignTechnology

• 各描画はスタイルで設定可能

 配線

 Via

 テキスト

 その他の線

 （ライブラリ部品を除く）

• 数値ではなくスタイル指定を推奨

• スタイルの管理は

Design Technologyで行う

Exampleフォルダの riaa_amp.schとriaa_amp.pcbを開いてください。
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Design Technology

54

• Design Technologyは「回路図用」

と「PCB編集用」の２つある

• Settings > Design Technology

回路図用のDesign Tehnology

PCB編集用のDesign Tehnology
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Design Technology（回路図）

• スタイルの登録・変

更・削除がおこなえ

ます

• Xマークは、現在使用

中のスタイルです。

• 未使用スタイルは「

Delete Unused」でお

こなえます。
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Design Technology（回路図）

• インタラクションバー

のGoToからスタイルを

探せます。

• 自動で命名されたNets

を表示するには「Show 

auto-named nets」をチ

ェック
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Design Technology（PCB）
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Design Technology（PCB）
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Design Technology（PCB）

• Spacingで各クリアラ

ンスを設定

• これらはDRCの基準

• 電源層の絶縁幅・開口

幅等を設定
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設計の標準化と運用

• Design Technologyは保存し、再利用ができる。

• 回路図用（*.stf）とPCB用（*ptf）の２種類がある

• 社内で設計基準をStyleとして定め Technology Fileを共

有する運用を行う
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設計の標準化と運用

• ライブラリとDesign Technologyはファイルサーバでチーム員と共存

• クラウド上のファイルサーバでも可

• チームで基準に沿った設計が行える
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参考資料



64

DXFファイルのインポート

DXFファイル

DXFは以下の形状として読み込み可能
- 基板外形
- シルクスクリーン
- ベタ銅箔
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カスタマイズ（部品表やレポート）

①OutputのReportsを選択

② Newボタンをクリック

③ “Custom BOM”など
レポート名を入力
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カスタマイズ（部品表やレポート）

①レポートの構成を設定
上記では以下が表示
・タイトル
・ヘッダー情報
・テキスト
・リスト

②それぞれの中身を編集
今回はリストを編集

③表示内容を設定

④テスト表示
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カスタマイズ（部品表やレポート）
タイトル

ヘッダ情報

リスト
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DesignSpark Mechanical用データの出力

68

Menu>Output> DesignSpark 
Mechanical (IDF) を選択

出力された *.idbファイルを
DesignSpark Mechanicalでイン
ポートすることが可能です。
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コンポーネントライブラリ

部品ライフサイクルマネージャー

表示される値 意味

Active 生産中

Active-
Unconfirmed

生産中だが、最近確認が取れて
いない

Contact Mfr 直接メーカ連絡を推奨

NRFND 生産中だが新規設計非推奨

EOL 生産終息が決定

Discontinued 生産終息済み

Discontinued-
Unconfirmed

生産終息済み、最近は確認が取
れていない

Transferred 新しいメーカに生産移譲

Unknown 未確認

• 部品のライフサイクルステージのチェック、および代替品の検索が行える。
• コンポーネントライブラリもここからダウンロードできる。



DesignSparkPCB サポート情報

• サポートページ

https://designspark.zendesk.com/hc/ja

• DesignSparkPCBチュートリアル

https://designspark.zendesk.com/hc/ja/categories/201145

765-DesignSpark-PCB

• コミュニティーフォーラム

https://designspark.zendesk.com/hc/ja/community/topics

• DESIGN SPARKチームへの問い合せ （要ログイン）

https://designspark.zendesk.com/hc/ja/requests/new
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https://designspark.zendesk.com/hc/ja
https://designspark.zendesk.com/hc/ja/categories/201145765-DesignSpark-PCB
https://designspark.zendesk.com/hc/ja/community/topics
https://designspark.zendesk.com/hc/ja/requests/new

